
令和５年度 総合教育会議

不登校の現状と
児童生徒への支援について

令和６年１月２６日（金）

教育指導課



文部科学省
「令和４年度 児童生徒の問題行動・
不登校等生徒指導上の諸課題に関
する調査結果」より



文部科学省「令和４年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」より

不登校児童生徒数

１０年連続増加

299,048人
（前年度比：２２.１％増）



■児童生徒の休養の必要性を明示した「義務教育の段階における普通
教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」の趣旨の浸透の

不登校児童生徒数の増加の要因（国の分析）



■児童生徒の休養の必要性を明示した「義務教育の段階における普通
教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」の趣旨の浸透の
側面等による保護者の学校に対する意識の変化。

■長期化するコロナ禍による生活環境の変化により生活リズムが乱れ
やすい状況が続いたこと。

■学校生活において様々な制限がある中で交友関係を築くことが難し
かったことなど、登校する意欲が湧きにくい状況にあったこと。

不登校児童生徒数の増加の要因（国の分析）

＝ 教育機会確保法



不登校児童生徒数と千人率（H３０～R４）

小・中学校ともに５年連続増加



学年別不登校
児童生徒数

５年間の推移

不登校の

低年齢化



「令和４年度 高槻市生徒指導に係る通年ヒアリング調査」より

不登校の要因

学校側の見立て

本人要因
や

家庭要因
が見えやすい



文部科学省
「令和２年度不登校児童生徒の実態
調査」結果の概要より



小中ともに、「友達のこと」「先生のこと」「勉強がわからない」
（学校要因）の割合が高い。



小中ともに、「勉強がわからない」の割合が最も高い。



不登校の要因

友人関係
の不適応

学習の
不適応



不登校の支援

友人関係
の不適応

学習の
不適応

仲間体験 学力



仲間体験



学力



不登校児童生徒支援推進モデル事業

学力学習保障



スクリーニング

テスト素点表

欠席状況確認シート

スクリーニングシート

気になる子ども

授業

ケース会議

行事
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今年度の欠席状況

３月２月１月12月11月９月８月７月６月５月４月

□　□　　□　□

学校生活個別支援シート（記入例）

これまでの欠席状況

学習場面における不適応と支援

一時一事の指示を徹底する。

見えるものや聞こえるものに気が散ってしまい、学習

に集中することができない。

座席の工夫（窓から離す・前よりにする等）をしたり、前面掲示をなく

（見えなく）したりして、集中しやすい環境を整える。

長時間、一つの活動を継続することが難しい
活動の種類を複数用意し、１つの展開にかける時間を長くしすぎない（５

分～１０分程度）。

不適応の原因となる特性 具体的な支援や指導の方法 支援の検証

欠席・遅刻・早退なく通えている。授業中も伏せること参加することができているが、音読が不得意で、保護者からも「家で音読をしない」という
相談を担任が受けたことがある。受業中に担任からの説明が長くなると、周囲とおしゃべりしたり、担任へ質問を投げかけてきたりする。担任から
「説明をしている間はおしゃべりはしませんよ。質問は、説明が終わってからしますよ。」と指導しても、説明がある程度長くなると、同じような行動を
繰り返す。板書をノートに写すことが苦手で、時間内に書ききれないことが多い。字を決められた枠に書ききることや、罫線にそってまっすくがくこと
が苦手。

現
在
の
状
況

教員の指示に対する反応が鈍く、授業中ぼんやりすることが多い

書く量を減らす。指示を短くする。音読させてから書かせる。

年 名前 性別 記入者2 男□　□　　□　□

聞いて理解する力・聞き分ける力が弱く、正確な情報

処理ができない。

説明時に写真や図、表などの視覚的なものを用意する。
説明は聞くが、不規則発言が多くなり、不規則発言を注意する
と、今度は「反応が鈍くなったり、ぼんやりすることが多くなってい
た。
長い説明のときは、資料を準備し、「ここまで説明が終われば、質
問を受け付けます」と予告して置くと、不規則発言なく、集中して説
明が聞けるようになった。
板書を書く、説明を聞く、意外に「その場で起立して音読」や「でき
た課題を持ってくる」など、体全体を動かす活動を入れることで、
座って集中できる時間が長くなった。

指示は「ちゃんとしなさい」等の抽象的なものではなく、「〇〇分までに

〇回やりなさい」等具体的なものにする。

自分に必要な音声情報を選択して聞き取ることができ

ず、聞き間違いが多い。

文章を読んだり、文字を書いたりすることが苦手

不適応の原因となる特性 具体的な支援や指導の方法 支援の検証

見て理解する力・見分ける力が弱く、正確な情報処理

ができない。

音読を聞きながら、文章をなぞらせる。
本人だけでは、指差し確認も困難であったが、「隣の席の人と指を
さした場所を確認」する作業を追加すると、問題なく指差し確認が
できた。
書く量を減らすことで、授業時間内に書ききることができるようになっ
た。

チョークの色については、効果の有無は確認できていない。

「合わせて」「のこり」「ちがい」などのキーワードに注目させる。

たくさんの情報が同時に目に入り、どこに注目してよ

いかわからない。

資料を見せる際に、ページや位置の指差し確認をさせる。

チョークの色は白と黄色等、２色に絞る。

文字の形や大小を判別することが難しく、字の形を記

憶することが難しい。
読む行に定規を当てたり、罫線を引かせたりする

聞いたことを覚えていることができず、すぐに忘れて

しまう。

小 3 年

小１ 小２ 小３ 小４ 4 5 6 7 8 9 10(前) 10(後) 11 12 1 2 3 合計

0 0 欠席 0 0 1 2 6 19 28

小５ 小６ 中１ 中２ 遅刻 0 1 2 2 1 1 7

早退 0 0 0 0 0 0 0

時期 時期 時期

短期 短期

長期

中期 長期 短期

短期 短期

時期 時期 時期

短期

中期

短期 短期

短期

中期

時期 時期 時期

生活リズムの修復

活動意欲の向上

外出の促し

祖父母等との関係改善

学校と保護者との関係改善

学習不適応の原因の究明

授業改善

不得意教科等の補習

欠席中の教科補習

家庭学習の促進

進路指導

福祉面での支援

心理面での支援

医療面での支援

警察関係の支援

エスペランサの利用

教育センターへの相談の利用

登校・下校時刻の調整

保健室登校

別室登校

行事等への参加形態の検討

部活・クラブへの参加形態の検討

親子関係の改善

兄弟姉妹関係の改善

友人関係の把握

他児童・生徒の理解

コミュニケーション能力の向上

関係児童・生徒との関係修復

病気による欠席

受入体制の構築

教員との関係修復

児童・生徒の情報共有

教育相談体制の構築

受け入れ態勢の整備

席替え・班替え

いじめの解消

人間関係づくり

不安などの情緒的混乱

意図的な拒否

複合的な要因

その他

教員との関係をめぐる問題

学業の不振

クラブ活動・部活動への不適応

学校のきまり等をめぐる問題

入学・転編入学・進級時の不適応

家庭の生活環境の急激な変化（親の単身赴任等）

親子関係をめぐる問題（叱責・反発等）

家庭内の不和（両親の不和・祖父母との不和等）

通級教室

友人関係をめぐる問題

その他、極度の不安や緊張・無気力等

いじめ

いじめを除く児童・生徒の関係

教員との関係

その他、生活指導上の影響

学校生活上の影響

あそび・非行

無気力

家庭や本人に関わる状況

登
校
に
向
け
て
必
要
な
手
立
て

不
登
校
が
継
続
す
る
要
因

不
登
校
と
な
っ
た
直
接
の
要
因

１，２年生と問題なく登校できていたが、５月の連休明けから欠席が出始
め、夏季休業明けから登校できなくなった。

・電話連絡や家庭訪問で、本人、保護者と話せる状況にある。
・同級生とのトラブルがあり、話し合い等の一連の対応は終了しているが、
本人の中で、漠然とした不安が残っている。

【状況】

【備考】

【本人の問題に起因】

個別指導シート（記入例）

その他について専門機関について家庭環境について

本人の生活について

教員についてまわりの児童・生徒について

学習について学校について

学級について

今

年

度

月

別

状

況

学

年

別

欠

席

状

況

【学校生活に起因】

家庭との連携状況

【家庭生活に起因】

学年 名前 記入者〇　〇　　〇　〇 〇　〇　　〇　〇

生活保護 就学援助 支援学級

連絡がとれる
連絡がとれない

個別の支援（指導）計画の作成

指導計画
支援計画



校内研修の実施



学習会の実施



基礎学習の実施



校内適応指導教室の整備



家庭学習ノートの充実



家庭学習ノートの充実



週予定の提示



取組の効果

児童生徒の意識調査
■R４ １２月 ■R５ ７月

【「よくあてはまる」に回答した割合】

ア 学校が楽しい ５２．８％ ➡ ６０．０％

イ みんなで何かをするのは楽しい

６０．８％ ➡ ６９．６％

ウ 授業に主体的に取り組んでいる

４７．３％ ➡ ５０．９％

エ 授業がよくわかる ４５．６％ ➡ ５０．０％

モデル中学校区

すべての項目で上昇



取組の効果

不登校を含む

長期欠席者数

R4 9月末

1,030人

R５ ９月末

1,108人

市全体では増加



取組の効果

不登校を含む

長期欠席者数

第七中学校区

R4 9月末 ４８人 ➡ R５ 9月末 ３８人

第十中学校区

R４ ９月末 １０３人 ➡ R5 9月末 ８２人

モデル中学校区では減少



取組の発信

教育委員会

モデル中学校区

校長会

生徒指導担当者会

発信

発信



不登校児童生徒への支援体制

不登校等支援員

スクールカウンセラー スクールソーシャルワーカー



不登校児童生徒への支援体制

教員

教員力の
向上

不登校の課題解決



不登校児童生徒支援室（エスペランサ）

■開室日

〇月・火・木・金の週４日

１０：３０ ～１５：００

■活動内容

〇基本的に自習形式

職員や支援員がサポート

〇集団活動

創作活動、集団あそび等

〇その他

野外活動、調理実習等



不登校児童生徒支援室（エスペランサ）

エスペランサルーム

卓球台

ミーティングルーム



フリースクール等民間施設との連携

R４年度 連携実績

１３施設

市内小中学校 ４１人



学校復帰
社会的
自立



校内適応指導教室の整備充実に向けて


